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第 19回ファミリードーム杯 

小学生軟式野球大会実施要綱 

1．主旨     子供達の健全育成を主目的とする。 

  スポーツマンシップにのっとった健全で安全な野球を通じて、地域社会への親善、交流

  に貢献し、野球技術の向上、競技者人口の拡大にも全面的に協力していく。 

2．主催/主管 

 ファミリードーム杯大会会長    長谷川 幸司 

 ファミリードーム杯大会実行委員会 代表    山川 彰夫 

     副代表      佐藤 武雄 村山 良一 高橋 光夫  

清野 敏寛 森 直人 

実行委員  佐藤 淳二 佐藤 秀司 東海林 道哉 

川崎 信二 沼田 尚 

事務局長  梅津 裕 

     事務局      井上 智陽、梶沼 隼人 

                                  （順不同） 

3. 後援      山形市・山形市教育委員会・山形商工会議所・山形商工会議所青年部 

株式会社マルイアミューズメント  

4．協力   山形県野球スポーツ少年団協議会 

5．期日・会場    令和 2年 10月 24日（土） 25日(日) 

            きらやかスタジアム （山形市営球場） 

6．競技方法 令和 2年全日本軟式野球規則に準ずる。但し大会特別規則を適用とする。 

7．開始式 令和 2年 10 月 24日（土）第一試合前に行う 

      1.選手整列   （第一試合対戦チームと前年度優勝チーム） 

      2.開始宣言     ファミリードーム杯実行委員会 副代表 

      3.主催者挨拶     ファミリードーム杯大会会長 長谷川幸司 

                 ファミリードーム杯実行委員会代表 山川彰夫 

      4.後援企業挨拶   株式会社 マルヰ 代表取締役会長 井上静夫 

      5.閉式の挨拶    ファミリードーム杯実行委員会 副代表 

8．閉会式 競技終了後直ちに行う。 

      1.開式の挨拶    ファミリードーム杯実行委員会 副代表 

      2.成績発表     ファミリードーム杯実行委員会代表 山川彰夫 

      3.表彰 

      4.講評       ファミリードーム杯大会会長 長谷川幸司 

      5.後援企業挨拶   株式会社 マルヰ 代表取締役会長 井上静夫 

      6.閉式の挨拶    ファミリードーム杯実行委員会 副代表 

9．参加料 無料 

10. 表彰    優勝チーム    ファミリードーム杯優勝旗 

                 金メダル  

        準優勝チーム   ファミリードーム杯準優勝盾 

                 銀メダル 

        第三位チーム   銅メダル 

        大会出場チーム  記念メダル 

11．その他      大会主旨に基づき会場での後援・協賛企業の広報活動は行わないものとする。 



 2 

大会規定 

1．ベンチに入れる人員 

   チーム責任者：1名 監督：1名 コーチ：2名以内 マネージャー：1名 

   スコアラー：1名 選手：小学生 20名以内（主将は 10番とする） 

2．服装 

・ユニホームは同色、同意匠とし、ヘルメットは打者・次打者・走者・コーチャー着用。 

・合同チームはそれぞれのユニホーム可。 

・ロングパンツの使用は不可。 

・ベンチに入る者はチームと同じ野球帽子を着用のこと。 

・背番号は監督 30番 コーチ 28番、29番 選手は 0番～99番 

3．用具 

・使用球は公認球 J号とし大会本部で準備する。 

・捕手はマスク、レガース、プロテクター、ファウルカップ及び捕手用ヘルメットを着用。 

・バットは全日本軟式野球連盟公認（ＪＳＢＢマーク入り）のものを使用する。 

 

4．試合 

一回戦・準決勝は、7 回戦又は 1時間 30分以内とし、1時間 30分を経過した場合は新しいイ

ニングに入らない。 

決勝戦は 7回戦又は 2時間 30分以内・決勝戦の特別延長戦は 3 イニング 

・正規回数（7 回）又は 1 時間 30 分以内で勝敗のつかなかった場合の特別延長戦は 1 イニン

グまでとする。【無死 1.2塁で継続打者とする】 

それでも勝敗が決しない場合は最後の回の守備選手による抽選とする。 

・決勝戦の場合は抽選を行わず、両チーム優勝とする。 

・投手 1人が投げられるのは、１日 70球までとする。ただし 4年生以下は 60球とする。 

・決勝戦のシートノックは省略する。 

・タイムキーパーは球審に最終回のコールを基本的に入れる。 

タイムキーパーについて 

タイムキーパーの割り当ては決勝トーナメントスケジュールよりお願いします 

・開始時 球審のプレイボールの宣告から開始 

・終了時 試合終了時 

・中断が1分以上続く事が予想される場合、球審はタイムキーパーに時計の中断を通告する 

（試合終了は、本部と事務局で球審に通告する。） 

・試合時間は、球審のプレイコールから当該イニングの第３アウト完了時点までとする 

・球審が最終回宣告をしないイニングで先攻、及び後攻チームの攻撃が長引き 1時間 30分

を過ぎてしまった場合でも、その回の成立の後、試合の終了を宣言する 

・試合はスピーディに運ぶよう努めること。 

・点差によるコールドゲームは 5回以降 7点差とする。 

・競技中の降雨等による中止の判断は審判団、及び大会本部にて決定する。 

    降雨等による競技中止時の試合成立は 5回の表裏を終了した時点からとする。 
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  【組み合わせ】 

★記載された時刻はあくまで目安であり変更される場合があります

10月24日（土） 10月25日(日)

東南村山支部　第一代表
（第二試合終了45分後）

14：00
新庄・最上支部　代表

11：30
鶴岡・田川支部　代表

16：30
置賜支部　代表

酒田・飽海支部　代表
9：00

東南村山支部　第二代表
9：00

北村山支部　代表
11：30

寒河江・西村山支部　代表
14：00

 

         

  【新型コロナウイルス感染症拡大防止のための措置および注意事項】 

 

・各チームの代表者は大会本部にて受付を行った後、指示に従い会場入りすること。その際に

ベンチ入りメンバーと観客席入りする保護者等の健康観察を別に提出すること。（別紙参照） 

・攻守の決定は試合開始予定時刻の 30分前とする。（別途アナウンスします） 

ただし 10月 24日の第一試合は 45分前とする。その際にはマスク等を着用すること。 

メンバー表は山形県野球スポーツ少年団協議会指定の物とする。（４枚綴り） 

・一回戦・準決勝戦においては各試合の終了後に表彰を行う。 

・決勝戦においては試合終了後に閉会式ならびに表彰式を行う。 

・ボールボーイは保護者が担当し帽子を着用する。 

・試合終了後は速やかにベンチを空け、直ちに会場から退場すること。 

・試合前の練習は各チーム予定のベンチ側「室内練習場」で行うこと。その際にベンチ入りメン

バー以外の入場を禁止する。 

・第二試合以降のチームは前の試合の開始 15分後に「室内練習場」に入ること。 

・室内練習場では給水以外の飲食を禁止します 

・全参加チーム集合の監督会議は行わない。 

・ファミリードーム杯大会ガイドラインを熟読し遵守すること 

 

★疑問な点については 10月 20日 20時までにファミリードーム杯実行委員会まで問い合わせ

のこと。 

 

 


